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第 65回城⻄⼤学薬学部
⽣涯教育講座

＊⽇本薬剤師研修センター集合研修認定講座（２単位）
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テーマ『医療・健康を取り巻くトピックス
　　　　　　　　　　　　　　　と東洋医学』

演題１　 「現代医療における漢⽅薬の役割
　　　　　　　　　　　　　　　ー薬理作⽤から考えるー」
演者　　　北⾥⼤学名誉教授（元北⾥⽣命科学研究所所⻑、
　　　　　元⼤学院感染制御科学府学府⻑）
　　　　　東京薬科⼤学客員教授
　　　　　⼀般財団法⼈北⾥環境科学センター理事⻑
　　　　　⼭⽥　陽城　先⽣　　　　　　　　　　　　P.1

演題２　 「健康⻑寿を⽬指す医療・健康の環境
　　　　　　　　　　　　　〜転ばぬ先の杖＆⼀病息災〜」
演者　　　博仁会共済病院健診センター長
　　　　　城⻄⼤学薬学部元教授
　　　　　加園　恵三　先⽣　　　　　　　　　　　　P.11

演題３　 「健やかな美肌づくり― 肌⼒を整えるいろは」
演者　　　東京薬科⼤学・薬学部 教授
　　　　　佐藤　隆　先⽣　　　　　　　　　　　　　P.19



演題１

「現代医療における漢⽅薬の役割
ー薬理作⽤から考えるー」

北⾥⼤学名誉教授
（元北⾥⽣命科学研究所所⻑）
（元⼤学院感染制御科学府学府⻑）
東京薬科⼤学客員教授
⼀般財団法⼈北⾥環境科学センター理事⻑

演 者　　　⼭⽥　陽城 先⽣
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略 歴 
 

⼭⽥ 陽城（やまだ はるき） 
 
北⾥⼤学名誉教授 
東京薬科⼤学客員教授、曁南⼤学名誉教授（中国） 
⼀般財団法⼈北⾥環境科学センター理事⻑ 
 
【略歴】1970 年 東京薬科⼤学卒業、同年薬剤師免許取得 
1972 年 北⾥⼤学⼤学院薬学研究科修⼠課程修了 
1975 年 東京薬科⼤学⼤学院博⼠課程修了（薬学博⼠） 
 
その後、カリフォルニア⼤学バークレー校博⼠研究員、東京薬科⼤学専任講師
等を経て 1982 年 4 ⽉、北⾥研究所付属東洋医学総合研究所室⻑、以後同基礎
研究部⻑、同研究部⾨⻑、同薬剤部⾨⻑（併任）、WHO 伝統医学協⼒センター
⻑、ノースカロライナ⼤学チャペルヒルズ校薬学部客員教授、（⼀社）北⾥研
究所理事、同基礎研究所所⻑などを歴任。2001 年北⾥⼤学北⾥⽣命科学研究所
教授、2002 年同⼤学院感染制御科学府初代学府⻑・教授。2003 年同北⾥⽣命
科学研究所（現⼤村 智記念研究所）所⻑。2013 年北⾥⼤学名誉教授。2014
年東京薬科⼤学薬学部特任教授、2018 年東京薬科⼤学史料館館⻑ 
 
【主な受賞】 
1991 年北⾥柴三郎記念賞、1993 年⽇本東洋医学会学術奨励賞、2000 年 Li-Fu 
Academic Award for Chinese Medicine （国際賞）、2004 年和漢医薬学会賞、 
2012 年 Robert Koch Institute Honorary Medal、2013 年⽇本⽣薬学会賞 
 
【主な国際活動】 
2009−2023 年 Drugs for Neglected Diseases initiative (DNDi) Japan 理事⻑ 
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メ　モ
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演題２

「健康⻑寿を⽬指す医療・健康の環境
〜転ばぬ先の杖＆⼀病息災〜」

博仁会共済病院健診センター⻑
城⻄⼤学薬学部　元教授

演 者　　　加園　恵三 先⽣
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略 歴 
 
加園 恵三（かその けいぞう） 
 
1983 年 信州大学医学部卒業 医師免許取得  
同年 東京女子医科大学内分泌疾患総合医療センター 内科 
1991 年 医学博士 
1996 年 米国アラバマ大学 遺伝子治療部門 ポスドク研究員 
1998 年 自治医科大学附属さいたま医療センター 内分泌代謝科 
2004 年 城西大学薬学部 
始めは、医療栄養学科、その後、薬学科で教育および研究に従事 
2022 年 博仁会共済病院健診センター 
 
所属学会：日本内科学会、日本糖尿病学会、日本内分泌学会、日本人間ドック学

会 
 
現在、博仁会共済病院健診センターに勤務し、内科外来診療にも従事しています。

健診を「転ばぬ先の杖」、慢性疾患（生活習慣病）の外来診療を「一病息災」と

の観点でとらえ、健診受診者や外来通院中の患者の皆様に役立ちたいと考えて

います。 
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メ　モ



演題３

「健やかな美肌づくり― 肌⼒を整えるいろは」

東京薬科⼤学・薬学部教授

演 者　　　佐藤　隆 先⽣
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略 歴 

佐藤 隆（さとう たかし）

東京薬科大学薬学部生化学教室・教授

【略歴】

1993 年 3 月 東京薬科⼤学⼤学院薬学研究科薬学専攻博⼠後期課程修了 
1993 年 4 ⽉ カンザス⼤学（⽶国）医学部 ⽣化学・分⼦⽣物学教室 博⼠研究
員 
1994 年 4 ⽉ 東京薬科⼤学薬学部助⼿ 
1997 年 4 ⽉ 同⼤学薬学部講師 
2007 年 4 ⽉ 同⼤学薬学部准教授 
2014 年 4 ⽉ 同⼤学薬学部教授 
現在に⾄る 

【所属学会】 
⽇本⾹粧品学会 副理事⻑ 
⽇本結合組織学会 理事 
⽇本痤瘡研究会 理事 
⽇本⽪膚科学会 
⽇本研究⽪膚科学会 
⽇本薬学会 
⽇本⽣化学会 
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健健ややかかなな美美肌肌づづくくりり  ― 肌肌力力をを整整ええるるいいろろはは  

東京薬科大学薬学部生化学教室 
教授 佐藤 隆               

1. ははじじめめにに               

 皮膚は外界と体内を隔てる最大の臓器である。皮膚は日々の生活の中で多

くの刺激にさらされながらも、体の恒常性を保つ重要な役割を果たしている。

近年、美肌やスキンケアに対する関心は年齢や性別を超えて広がり、健やか

な皮膚を維持することは単なる美容上の課題ではなく、健康寿命や生活の質

（QOL）と深く関わるテーマとなっている。 
 本講演では、皮膚の基本構造と機能を踏まえながら、その付属器官である

皮脂腺にフォーカスを当てて、皮膚バリアとしての皮脂の役割や脂腺性疾患

としての痤瘡（ニキビ）や乾皮症（乾燥肌）などについて概説する。また、

紫外線や近赤外線による皮膚の老化（光老化）の病態機構、さらにはスキン

ケア・化粧といった整容行為が光老化の予防のみならず、高齢者のフレイル

予防にも繋がることを紹介することで、「肌力を整えるいろは」を整理し、

健やかな美肌づくりの方向性を述べる。 

2. 皮皮膚膚のの構構造造とと機機能能  

 皮膚は表皮、真皮、皮下組織の三層からなり、それぞれが協調することで

外界からの刺激を遮断し、体内環境を恒常的に保っている。表皮の最外層で

ある角層は角化細胞が積み重なり、天然保湿因子（NMF）やセラミドといっ

た成分によって水分保持とバリア機能を担っている。真皮にはコラーゲンや

エラスチンを主体とする細胞外マトリックス（ECM）が存在し、皮膚の強靭

さと弾力性を支える。皮下組織は脂肪組織を中心とし、外力からの緩衝材と

して働くと同時に、体温保持などにも関与する。 
 皮膚は感覚器としての機能を有するとともに、紫外線、温度・湿度、圧力

といった外的刺激に対するストレス応答機構を保持している。さらに、免疫

システムの最前線として、外敵から体を守る防御機能を果たすなど、多様な

役割を担っている。 

3. 皮皮脂脂腺腺のの役役割割ととそそのの異異常常症症  

 皮膚の付属器官である皮脂腺は、毛包に付随して存在する。皮脂腺より分

泌される皮脂は角層表面に広がって皮脂膜を形成し、皮膚を柔軟に保ち、水

　皮膚は外界と体内を隔てる最大の臓器である。皮膚は日々の生活の中で多
くの刺激にさらされながらも、体の恒常性を保つ重要な役割を果たしている。
近年、美肌やスキンケアに対する関心は年齢や性別を超えて広がり、健やか
な皮膚を維持することは単なる美容上の課題ではなく、健康寿命や生活の質

（QOL）と深く関わるテーマとなっている。
　本講演では、皮膚の基本構造と機能を踏まえながら、その付属器官である
皮脂腺にフォーカスを当てて、皮膚バリアとしての皮脂の役割や脂腺性疾患
としての痤瘡（ニキビ）や乾皮症（乾燥肌）などについて概説する。また、
紫外線や近赤外線による皮膚の老化（光老化）の病態機構、さらにはスキン
ケア・化粧といった整容行為が光老化の予防のみならず、高齢者のフレイル
予防にも繋がることを紹介することで、「肌力を整えるいろは」を整理し、健
やかな美肌づくりの方向性を述べる。

　皮膚は表皮、真皮、皮下組織の三層からなり、それぞれが協調することで
外界からの刺激を遮断し、体内環境を恒常的に保っている。表皮の最外層で
ある角層は角化細胞が積み重なり、天然保湿因子（NMF）やセラミドといっ
た成分によって水分保持とバリア機能を担っている。真皮にはコラーゲンや
エラスチンを主体とする細胞外マトリックス（ECM）が存在し、皮膚の強靭
さと弾力性を支える。皮下組織は脂肪組織を中心とし、外力からの緩衝材と
して働くと同時に、体温保持などにも関与する。
　皮膚は感覚器としての機能を有するとともに、紫外線、温度・湿度、圧力
といった外的刺激に対するストレス応答機構を保持している。さらに、免疫
システムの最前線として、外敵から体を守る防御機能を果たすなど、多様な
役割を担っている。

　皮膚の付属器官である皮脂腺は、毛包に付随して存在する。皮脂腺より分
泌される皮脂は角層表面に広がって皮脂膜を形成し、皮膚を柔軟に保ち、水
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分蒸散を防ぐだけでなく、汗と混じり合うことで皮表の弱酸性環境を維持し

ている。また、皮脂腺から分泌される抗酸化因子のビタミン E は、皮表の皮

脂膜の酸化防止に寄与している。さらに、抗菌ペプチドなども産生・分泌す

ることで常在菌叢の安定化にも関わっている。 
 皮脂腺の活動性はライフステージによって大きく変化する。思春期にはア

ンドロゲン量の増加から皮脂分泌が亢進し、毛包内の角化異常やアクネ菌

（Cutibacterium acnes）増殖と相まって痤瘡（ニキビ）が発症する。また、

紫外線といった環境ストレスや心理的ストレスが皮脂の産生・分泌を促進す

ることで、ニキビの発症・悪化に寄与する。一方、加齢に伴って皮脂分泌量

は減少し、老人性乾皮症として知られる乾燥肌の原因となる。また最近、ア

トピー性皮膚炎（AD）の患者では皮脂量の減少が AD 重症度スコアと負の

相関を示すこと、皮脂の生合成および組成の異常が報告されている。すなわ

ち、皮脂腺機能は皮膚トラブルや皮膚疾患の病態形成に直結すると示唆され

る。したがって、皮脂が生理的な皮膚バリアに不可欠であることを理解し、

ライフステージごとに適切に対処することが、美肌の形成・維持の基本であ

る。 

4. 健健ややかかなな肌肌のの定定義義  ― 皮皮膚膚ババリリアアとと保保湿湿力力  

 健やかな肌を定義する際、最も重視すべき要素は「潤い」と「バリア機能」

である。潤いが満ちている肌は滑らかで透明感があり、外的刺激や乾燥に対

しても抵抗力が高い。皮脂膜は角層水分を保持するための天然バリア因子と

して機能し、セラミドや NMF とともに皮膚の潤い環境を形成する。加齢に

伴う皮脂やセラミド量の減少は、バリア機能を低下させ、経表皮水分蒸散を

増加させる。乾燥が進行すると小ジワやくすみが生じ、外的刺激に対して敏

感になる。したがって、健やかな肌とは、皮脂と角層成分の適切なバランス

の下で、水分保持能が維持された状態を指すといえる。潤いの維持には適切

なスキンケア製品の活用に加え、食生活、睡眠、ストレスコントロールとい

った生活習慣の改善も不可欠である。 

5. 紫紫外外線線にによよるる光光老老化化ととそそのの予予防防  

 紫外線は光老化の主因であり、皮膚の構造と機能に深刻なダメージを与え

る。紫外線 B波（UVB）は表皮で DNA損傷や炎症を引き起こし、しみや色

素沈着の原因となる。また、UVB は真皮のコラーゲンやエラスチン、ヒア

ルロン酸の分解を促進することで、真皮 ECM 構造を脆弱化し、潤いや弾力

が失われ、しわやたるみの形成につながる。抗シワ化粧品として、医薬部外

分蒸散を防ぐだけでなく、汗と混じり合うことで皮表の弱酸性環境を維持し
ている。また、皮脂腺から分泌される抗酸化因子のビタミン E は、皮表の皮
脂膜の酸化防止に寄与している。さらに、抗菌ペプチドなども産生・分泌す
ることで常在菌叢の安定化にも関わっている。
　皮脂腺の活動性はライフステージによって大きく変化する。思春期にはア
ンドロゲン量の増加から皮脂分泌が亢進し、毛包漏斗部の角化異常や毛包
内でのアクネ菌（Cutibacterium acnes）増殖と相まって痤瘡（ニキビ）が
発症する。また、紫外線といった環境ストレスや心理的ストレスが皮脂の産
生・分泌を促進することで、ニキビの発症・悪化に寄与する。一方、加齢に伴っ
て皮脂分泌量は減少し、老人性乾皮症として知られる乾燥肌の原因となる。
また最近、アトピー性皮膚炎（AD）の患者では皮脂量の減少が AD 重症度
スコアの増加と相関すること、皮脂の生合成および組成の異常が報告されて
いる。すなわち、皮脂腺機能は皮膚トラブルや皮膚疾患の病態形成に直結す
ると示唆される。したがって、皮脂が生理的な皮膚バリアに不可欠であるこ
とを理解し、ライフステージごとに適切に対処することが、健やかな肌の形成・
維持の基本である。

　健やかな肌を定義する際、最も重視すべき要素は「潤い」と「バリア機能」
である。潤いが満ちている肌は滑らかで透明感があり、外的刺激や乾燥に対
しても抵抗力が高い。皮脂膜は角層水分を保持するための天然バリア因子と
して機能し、セラミドや NMF とともに皮膚の潤い環境を形成する。加齢に
伴う皮脂やセラミド量の減少は、バリア機能を低下させ、経表皮水分蒸散量
を増加させる。乾燥が進行すると小ジワやくすみが生じ、外的刺激に対して
敏感になる。したがって、健やかな肌とは、皮脂と角層成分の適切なバラン
スの下で、水分保持能が維持された状態を指すといえる。潤いの維持には適
切なスキンケア製品の活用に加え、食生活、睡眠、ストレスコントロールといっ
た生活習慣の改善も不可欠である。

　紫外線は光老化の主因であり、皮膚の構造と機能に深刻なダメージを与え
る。紫外線 B 波（UVB）は表皮で DNA 損傷や炎症を引き起こし、しみ（色
素沈着）やくすみの原因となる。また、UVB は真皮のコラーゲンやエラスチン、
ヒアルロン酸の分解を促進することで、真皮 ECM 構造を脆弱化し、潤いや
弾力が失われ、しわやたるみの形成につながる。「シワを改善する」という
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品では「シワを改善する」という効能表現が認められており、例えば好中球

エラスターゼの活性を阻害することでエラスチンやコラーゲンなどの ECM
の分解を抑制する成分、ヒアルロン酸の生合成を促進する成分が配合された

製品がある。また、化粧品においても「乾燥による小ジワを目立たなくする」

という効能表現が認められている（日本香粧品学会の「化粧品機能評価法ガ

イドライン」の「新規効能取得のための抗シワ製品評価ガイドライン」に基

づく試験又はそれと同等以上の適切な試験を行い、効果が確認された製品の

みに標榜できる）。このような抗シワ効果のある医薬部外品（化粧品）を利

用することは、審美的ストレスの軽減とともに健やかな美肌へ近づくアプロ

ーチになるかもしれない。それよりも、日々の生活において、常に日焼け止

めによる紫外線防御の意識が光老化を防ぐ上で大切である。 

6. 近近赤赤外外線線  ― 新新たたなな光光老老化化促促進進因因子子  

 地表に届く太陽光エネルギーのうち約半数を占めている近赤外線(NIR)は、

790〜2,000 nm の波長をもつ電磁波であり、表皮、真皮のみならず、皮下組

織にまで到達するといわれている．美容医療においてレーザーによる NIR
照射は、シワ・たるみの改善に用いられる一方、太陽光由来の NIR は光老

化作用を示すことも報告されている。筆者らは、太陽光由来 NIR のソーラ

ーシュミレーターによる実験において、NIR照射が脂腺細胞の増殖促進に起

因して皮脂腺の肥大化を惹起すること、NIR による活性酸素種依存的な上皮

成長因子受容体の発現増加がその過形成に関わることを見出した。この NIR
による皮脂腺の肥大化は、高齢者特有の皮膚疾患である老人性脂腺増殖症に

類似しており、長年の太陽光曝露、特に NIR に起因して発症する光老化の

一つに分類されると考えられる。すなわち、日常生活においては日焼け止め

の使用、衣類や帽子、日傘による物理的遮光、抗酸化作用をもつスキンケア

の利用など多層的な対策が望まれる。 

7. フフレレイイルル対対策策ととししててのの化化粧粧療療法法とと薬薬剤剤師師のの役役割割  

 高齢社会において、美肌づくりは美容だけでなく健康維持やフレイル予防

の観点からも重要性を増している。スキンケアや化粧を行う行為（整容行為）

自体が、腕の筋肉を動かすエクササイズとなり、表情筋の活動性や血流を改

善する。また、日々の整容行為により鏡に映る健やかで華やかな自分に喜び

を感じることで、自己肯定感の向上や社会参加意欲が亢進し、うつ予防や認

知機能維持に寄与することが報告されている。 
 近年「化粧療法」として医療・介護現場に取り入れられる試みも広がって

抗シワ化粧品（医薬部外品）として、好中球エラスターゼの活性を阻害する
ことでエラスチンやコラーゲンなどの ECM の分解を抑制する成分、ヒアル
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の適切な試験を行い、効果が確認された製品のみに標榜できる）。このような
抗シワ効果のある医薬部外品（化粧品）を利用することは、審美的ストレス
の軽減とともに健やかな美肌へ近づくアプローチになるかもしれない。それ
よりも、日々の生活において、常に日焼け止めによる紫外線防御の意識が光
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　地表に届く太陽光エネルギーのうち約半数を占めている近赤外線 (NIR) は、
790 〜 2,000 nm の波長をもつ電磁波であり、表皮、真皮のみならず、皮下組
織にまで到達するといわれている．美容医療においてレーザーによる NIR
照射は、シワ・たるみの改善に用いられる一方、太陽光由来の NIR は光老
化作用を示すことも報告されている。筆者らは、太陽光由来 NIR のソーラー
シュミレーターによる実験において、NIR 照射が脂腺細胞の増殖促進に起因
して皮脂腺の肥大化を惹起すること、NIR による活性酸素種依存的な上皮成
長因子受容体の発現増加がその過形成に関わることを見出した。この NIR に
よる皮脂腺の肥大化は、高齢者特有の皮膚疾患である老人性脂腺増殖症に類
似しており、長年の太陽光曝露、特に NIR に起因して発症する光老化の一
つに分類されると考えられる。すなわち、日常生活においては日焼け止めの
使用、衣類や帽子、日傘による物理的遮光、抗酸化作用をもつスキンケア製
品の利用など多層的な対策が望まれる。

　高齢社会において、美肌づくりは美容だけでなく健康維持やフレイル予防
の観点からも重要性を増している。スキンケアや化粧を行う行為（整容行為）
自体が、腕の筋肉を動かすエクササイズとなり、表情筋の活動性や血流を改
善する。また、日々の整容行為により鏡に映る健やかで華やかな自分に喜び
を感じることで、自己肯定感の向上や社会参加意欲が亢進し、うつ予防や認
知機能維持に寄与することが報告されている。
　近年「化粧療法」として医療・介護現場に取り入れられる試みも広がって



p. 24

おり、単なる外見の改善にとどまらず、心理的・社会的健康を支える手段と

して注目されている。薬剤師は薬の知識に加え、スキンケアや化粧品に関す

る科学的知見を持ち、患者や生活者に適切なアドバイスを行うことができる

立場にある。薬局は地域住民が最も身近にアクセスできる医療拠点であり、

薬剤師が高齢者に対して適切なスキンケアや化粧療法を指導することで、フ

レイル予防や QOL 向上に直接介入できる可能性がある。したがって、薬学

的知識に加えて皮膚科学や化粧療法のスキルを身につけた薬剤師は、「肌力

を整える」ことをきっかけに、生活者の悩み・不安にも寄り添うことができ

るのではないだろうか。 

8. 終終わわりりにに  

 皮膚の構造と機能を起点に、付属器官である皮脂腺の役割やライフステー

ジによる変化、健やかな肌の定義、紫外線・近赤外線による影響、さらには

フレイル対策としての化粧療法に至るまでを整理した。皮脂は皮膚のバリア

機能と潤い維持に不可欠な生理活性物質であり、思春期での皮脂増加や加齢

に伴う皮脂分泌低下は乾燥や疾患発症に直結する。UV による ECM の破壊

を抑制することは、シワやたるみ予防だけでなく潤い保持にも関わる。さら

に、紫外線のみならず近赤外線の防御も、光老化の防止には必須である。 
 一方、スキンケア・化粧といった整容行為（化粧療法）は身体的効果にと

どまらず、精神的充足や社会参加を促し、フレイル予防という新たな意義を

有する。ここに薬剤師が介入することで、地域住民の健康維持に貢献できる

余地は大きいと考えられる。健やかな美肌づくりとは、単なる外見の追求で

はなく、皮膚科学・薬学・社会的ケアを統合した総合的なアプローチである。

今後も科学的知見と臨床実践を融合させ、「肌力を整える」ことの意味を社

会全体で共有し、多くの人々が健やかな美肌と健康寿命を享受できる未来の

構築が望まれる。 
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